
17．教育職員免許状の取得について          ２０２３年度以降入学者用。 

本学部の学生で，教育職員免許法及び同法施行規則により定められた単位を修得した者は，次の免許状を取得することができる。 

１．免許状の種類及び免許教科 

教育職員免許状の種類 免許教科 

中学校教諭一種免許状 社会，国語，英語 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史，公民，国語，英語 

２．基礎資格及び必要修得単位数 

（注１）取得しようとする免許教科の「❷教科及び教科の指導法に関する科目」から修得すること。 

また，「各教科の指導法」は，中学校免許８単位以上，高等学校免許４単位以上修得すること。 

（注２）免許法で求められるより１単位多く修得することになります。この１単位は，「❻大学が独自に設定する科目」の単位

にあてることができます。また，中学校，高等学校の両方の免許取得希望者が，教育実習５単位を修得した場合，高

等学校免許申請時に「教育実践に関する科目・教育実習２単位（中学校免許５単位と，高等学校免許３単位の差）」を

「❻大学が独自に設定する科目」にあてることができます。 

（注３）｢❻大学が独自に設定する科目」は，必要最低単位数を超えて修得した「❷教科及び教科の指導法に関する科目」，

「❸教育の基礎的理解に関する科目」，「❹道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関

する科目」，「❺教育実践に関する科目」の授業科目が該当します。 

３．介護等の体験 

（１）中学校免許取得希望者は，必ず社会福祉施設等において７日間の「介護等体験」を行うこと。 

（２）介護等体験は原則２年次で体験すること。 

（３）介護等体験に参加するには，別途指示する時期（２月頃）に申し込みのうえ，必ず事前指導を受けること。 

事前指導を受講しなければ体験には参加できません。 

（４）介護等体験の手続きまたは体験に係る注意事項などは， 講義棟１階教職関係の掲示板や Moodle 等の各種システ

ムへの掲載でお知らせするので，定期的に確認をすること。 

 

４．免許状取得に関する単位の修得方法 

【１：教養教育科目】 
＜中一種免，高一種免共通：８単位必修＞ 

科目 授業科目 
必要修得

単位数 
履修方法 

❶文部科学省令で定め

る科目 

日本国憲法 ２ 

●必修 

するスポーツ演習 

健康・スポーツ科学 

１ 

１ 

英語（スピーキング）－１ 

英語（スピーキング）－２ 

英語（リスニング）－１ 

英語（リスニング）－２ 

０．５ 

０．５ 

０．５ 

０．５ 

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） １ 

情報処理入門２（情報機器の操作を含む） 

情報処理入門３（情報機器の操作を含む） 

１ 

１ 
◯選択必修 

必要合計単位  ８  

免許状の 

種類 
基礎資格 

必要最低単位数 

介護等 

体験 

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ 

文部科学省

令で定める

科目 

教科及び教

科の指導法

に関する科

目 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目 

教育実践に

関する科目 

大学が独自

に設定する

科目 

中学校 

教諭一種 

学士の学位

を有すること 
８ 

２８ 

（注 1） 
１０ 

１１ 

（注2） 
７ 

４ 

（注3） 
必要 

高等学校 

教諭一種 

学士の学位

を有すること 
８ 

２４ 

（注 1） １０ ９ 

（注2） 
５ 

１２ 

（注3） 
不要 
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【２：教育学部開講科目】  
◇『４２頁 ※教育学部開講科目の履修にあたっての注意事項』を参照の上、履修してください。 

＜中学校のみ，又は中学校と高等学校の両方の免許状を取得する場合＞ 

(*)各教科により履修年次が異なります。また，複数教科を取得する場合は免許教科ごとに単位を履修すること。 

上記の表で示す単位数に加え，❶文部科学省令で定める科目８単位，❻大学が独自に設定する科目４単位の修得が必要で

す。『３９頁 ２．基礎資格及び必要修得単位数』を参照してください。 

科目 各科目に含める必要事項 授業科目 
単

位 

履修 必要修得単位数 

年次 方法 中免 
教育実習 

履修資格 

❷教科及び教

科の指導法に

関する科目 

教科に関する専門的事項 
（免許ごとの教科に関する専門

的事項）※４３頁以降を参照。 
２０ 

２～ 

(*) 

●必修 

２０  

各教科の指導法 
（免許ごとの教科の指導法） 

※４２頁を参照。 
８ 

２ 

(*) 
８ ２ 

４ 

❸教育の基礎

的 理 解に 関 す

る科目 

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想 
教育学概説Ｂ ２ １ ２   

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。） 

教職論Ｂ １ ２ １ １  

教育に関する社会的，制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安

全への対応を含む。） 

教育の制度と社会ⅠＢ 

教育の制度と社会ⅡＢ 

１ 

１ 
２ ２   

人権・同和教育Ｂ ２ １ ◯選択    

幼児，児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程 

教育心理学概説ⅠＢ 

教育心理学概説ⅡＢ 

１ 

１ 
１ 

●必修 

２ ４ 

特別の支援を必要とする幼

児，児童及び生徒に対する

理解 

特別支援教育の基本Ｂ １ ３ １   

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラムマネジ

メントを含む。） 

カリキュラム論Ｂ ２ ２ ２   

❹ 道 徳 ， 総 合

的 な学 習の 時

間等の指導法

及 び 生 徒 指

導 ， 教 育 相 談

等 に 関 す る 科

目 

道徳の理論及び指導法 道徳教育論Ｂ ２ ３ ２   

総合的な学習の時間の指導法 

総合的な探究の時間の指導法 

総合的な学習の時間の指導法

Ｂ 
１ １ １ ６ 

特別活動の指導法 特別活動論Ｂ １ １ １   

教育の方法及び技術 教育方法論Ｂ ２ ２ ２ ２  

情報通信技術を活用した

教育の理論及び方法 
ICT 活用の理論と方法Ｂ １ ２ １   

生徒指導の理論及び方法 
生徒指導論ⅠＢ 

生徒指導論ⅡＢ 

１ 

１ 
２ ２ ２  

教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

教育相談論Ｂ １ ３ １   

進路指導及びキャリア教育

の理論及び方法 
進路指導論Ｂ １ ３ １   

❺教育実践に 

関する科目 

教育実習 

教育実習基礎研究Ｂ １ ３ １ 

 教育実習Ⅱ（中学校Ｂ） ４ ４ ４ 

教職実践演習 教職実践演習Ｂ（中・高） ２ ４ ２ 

必要合計単位  ５６ 
１２ ４ 

１６ 

−  40  −



＜高等学校のみの教員免許状を取得する場合＞ 

(*)各教科により履修年次が異なります。また，複数教科を取得する場合は免許教科ごとに単位を履修すること。 

上記の表で示す単位数に加え，❶文部科学省令で定める科目８単位，❻大学が独自に設定する科目１２単位の修得が必要で

す。『３９頁 ２．基礎資格及び必要修得単位数』を参照してください。 

 

 

 

  

科目 各科目に含める必要事項 授業科目 
単

位 

履修 必要修得単位数 

年次 方法 高免 
教育実習 

履修資格 

❷教科及び教

科の指導法に

関する科目 

教科に関する専門的事項 
（免許ごとの教科に関する専門

的事項）※４３頁以降を参照。 
２０ 

２～ 

(*) 

●必修 

２０  

各教科の指導法 
（免許ごとの教科の指導法） 

※４２頁を参照。 
４ 

２ 

(*) 
４ ２ 

４ 

❸教育の基礎

的 理 解に関 す

る科目 

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想 
教育学概説Ｂ ２ １ ２   

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。） 

教職論Ｂ １ ２ １ １  

教育に関する社会的，制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安

全への対応を含む。） 

教育の制度と社会ⅠＢ 

教育の制度と社会ⅡＢ 

１ 

１ 
２ ２   

人権・同和教育Ｂ ２ １ ◯選択    

幼児，児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程 

教育心理学概説ⅠＢ 

教育心理学概説ⅡＢ 

１ 

１ 
１ 

●必修 

２ ４ 

特別の支援を必要とする幼

児，児童及び生徒に対する

理解 

特別支援教育の基本Ｂ １ ３ １   

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラムマネジ

メントを含む。） 

カリキュラム論Ｂ ２ ２ ２   

❹ 道 徳 ， 総 合

的 な学 習の 時

間等の指導法

及 び 生 徒 指

導 ， 教 育 相 談

等 に 関 す る 科

目 

総合的な探究の時間の指

導法 

総合的な学習の時間の指導法

Ｂ 
１ １ １ ６ 

特別活動の指導法 特別活動論Ｂ １ １ １   

教育の方法及び技術 教育方法論Ｂ ２ ２ ２ ２  

情報通信技術を活用した

教育の理論及び方法 
ICT 活用の理論と方法Ｂ １ ２ １   

生徒指導の理論及び方法 
生徒指導論ⅠＢ 

生徒指導論ⅡＢ 

１ 

１ 
２ ２ ２  

教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

教育相談論Ｂ １ ３ １   

進路指導及びキャリア教育

の理論及び方法 
進路指導論Ｂ １ ３ １   

❺教育実践に 

関する科目 

教育実習 

教育実習基礎研究Ｂ １ ３ １ 

 教育実習Ⅱ（高等学校Ｂ） ２ ４ ２ 

教職実践演習 教職実践演習Ｂ（中・高） ２ ４ ２ 

必要合計単位  ４８ 
１２ ４ 

１６ 
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（❷教科及び教科の指導法に関する科目 - 各教科の指導法） 

免許教科 授業科目名 単位 年次 
履修方法 

中学 高校 

国語 

中等国語科指導法基礎Ｂ ２ １ 

●必修 

●必修 
中等国語科指導法ⅠＢ ２ ２ 

中等国語科指導法ⅡＢ ２ ２ 
 

中等国語科指導法開発ⅠＢ ２ ３ 

社会 

地理歴史 

公民 

中等社会科・地理歴史科指導法基礎Ｂ １ １ 

●必修 

地歴のみ

●必修 

中等社会科・地理歴史科指導法ⅠＢ １ ２ 

中等社会科・地理歴史科指導法ⅡＢ １ ２ 

中等社会科・地理歴史科指導法開発ⅠＢ １ ３ 

中等社会科・公民科指導法基礎Ｂ １ １ 

公民のみ

●必修 

中等社会科・公民科指導法ⅠＢ １ ２ 

中等社会科・公民科指導法ⅡＢ １ ２ 

中等社会科・公民科指導法開発ⅠＢ １ ３ 

英語 

中等英語科指導法基礎Ｂ ２ １ 

●必修 

●必修 
中等英語科指導法ⅠＢ ２ ２ 

中等英語科指導法ⅡＢ ２ ２ 
 

中等英語科指導法開発ⅠＢ ２ ３ 

 

※教育学部開講科目の履修にあたっての注意事項 

・下表のとおり、履修順序等に制限があるので注意して履修してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教育学部開講科目の時間割等は，【教育学部「各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等」開講一覧】を参照して

ください。moodle「文学部教務コース」に掲載しています。なお，時間割の変更等については，教育学部講義棟掲示板で確認し

てください。また，集中講義の日程教室については別途通知します。 

・科目や履修方法，開講時期等について変更がある場合は掲示等で通知します。教育学部講義棟掲示板及び moodle「文学部

教務コース」からの通知を必ず確認するよう注意してください。 

記号 説明 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 科目の領域の別を示す。履修順序に制限はない。 

ⅠⅡ Ⅲ 単位を修得しなければ，次の順序のものは履修できない。 

（１） （２） 
２科目合わせて履修及び単位修得する必要のある科目で，履修順序を示す。 

（１）を履修しなければ，（２）を履修できない。 
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【３：文学部開講科目】  （ ❷教科及び教科の指導法に関する科目 – 教科に関する専門的事項） 

◇『３９頁 ２．基礎資格及び必要修得単位数』を確認の上，履修をしてください。 

＜中学校教諭一種普通免許状（国語）高等学校教諭一種普通免許状（国語）＞ 

中一種国語 高一種国語 授業科目 備考 

国語学（音声言語及

び文章表現に関する

ものを含む。） 

国語学（音声言語及

び文章表現に関する

ものを含む。） 

○ 人文学概説（日本語学１） ○印必修。 

○ 人文学概説（日本語学２） 

○ 人文学講義（日本語学） 

 

人文学講義（現代日本語学 a） 

人文学講義（現代日本語学 b） 

人文学講義（現代日本語学） 

 人文学講義（日本語教育学） 

 
人文学講義（言語学１a） 

人文学講義（言語学１b） 

 実践演習（日本語学） 

 実践演習（現代日本語学） 

国文学（国文学史を

含む。） 

国文学（国文学史を

含む。） 
○ 人文学概説（日本文学１） 

○ 人文学概説（日本文学２） 

 
人文学講義（日本文学 a） 

人文学講義（日本文学 b） 

 

実践演習（日本文学 a） 

実践演習（日本文学 b） 

実践演習（日本文学） 

漢文学 漢文学 ◆ 人文学概説（中国言語文化学１） ◆印か◇印いずれ

かを選択必修。 ◇ 人文学概説（中国言語文化学２） 

 人文学講義（中国言語文化学） 

書道（書写を中心と

する｡） 

注)右欄の授業科目

は高一 種 国 語の教

科に関する科目には

ならない。 

○ 中等国語科内容論（書写書道概論） [教育学部開講] ○印必修 

 

＜中学校教諭一種普通免許状（英語）高等学校教諭一種普通免許状（英語）＞ 

中一種英語 高一種英語 授業科目 備考 

英語学 英語学 ○ 人文学概説（英語学） ○印必修。 

 人文学講義（英語学） 

 実践演習（英語学 1） 

 実践演習（英語学 2） 

英語文学 英語文学 ○ 人文学概説(英語圏文学) 

 人文学講義(英語圏文学) 

 実践演習(英語圏文学) 

英語コミュニケーショ

ン 

英語コミュニケーショ

ン 
 英語表現法 

○ 英語コミュニケーション１ 

 英語コミュニケーション２ 

異文化理解 異文化理解 ○ 異文化理解 

 時事英語 
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◇『３９頁 ２．基礎資格及び必要修得単位数』を確認の上，履修をしてください。 

＜中学校教諭一種普通免許状（社会）高等学校教諭一種普通免許状（地理歴史）･（公民）＞ 

中一種社会 高一種地歴 高一種公民 授業科目 備考 

日本史・ 

外国史 

日本史 注）右欄の授業

科目は，高一種

公民の教科に関

する科目にはな

らない。 

◆ 人文学概説（日本史１） ◆印か◇印いずれかを

選択必修。 
◇ 人文学概説（日本史２） 

 人文学概説（考古学１） 

 人文学概説（考古学２） 

 
人文学講義（日本美術史 a） 

人文学講義（日本美術史 b） 

 人文学講義（日本史） 

 人文学講義（考古学） 

 
実践演習（日本美術史 a） 

実践演習（日本美術史 b） 

 実践演習（日本史） 

 実践演習（地域歴史遺産） 

 実践演習（考古学） 

外国史 ■ 人文学概説（アジア史１） ■印か□印いずれかを

選択必修。 

 

▲印か△印いずれかを

選択必修。 

□ 人文学概説（アジア史２） 

▲ 人文学概説（西洋史１） 

△ 人文学概説（西洋史２） 

 
人文学講義（西洋美術史 a） 

人文学講義（西洋美術史 b） 

 人文学講義（アジア史） 

 人文学講義（西洋史） 

 人文学講義（文化交流史） 

 実践演習（西洋美術史） 

 実践演習（アジア史） 

 実践演習（西洋史） 

地理学 

（地誌を含む。） 

人文地理学及び

自然地理学 
○ 人文学概説（人文地理学） ○印必修。 

○ 人文学概説（自然地理学） 

地誌 ○ 人文学概説（地誌学） 

注）右欄の授業

科目は，高一種

地歴の教科に関

する科目にはな

らない。 

 人文学講義（地理学） 

 実践演習（地理学） 

「法律学，政治

学」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「法律学(国際法

を含む｡),政治学

（国際政治を含

む｡)」 

○ 政治学ａｂ [法学部開講] ○印必修。 

 憲法（人権）ａｂ [法学部開講] 
 憲法（人権）ｃ [法学部開講] 
 行政法総論Ⅰ [法学部開講] 
 行政法総論Ⅱａｂ [法学部開講] 
 民事手続法概論 [法学部開講] 
 民事訴訟法ａｂ [法学部開講] 
 会社法ａｂ [法学部開講] 
 会社法ｃ [法学部開講] 
 刑法総論ａｂ [法学部開講] 
 国際法総論ａｃ [法学部開講] 
 国際法総論ｂ [法学部開講] 
 国際法各論ａ [法学部開講] 
 国際法各論ｂｃ [法学部開講] 
 国際政治論ａｂ [法学部開講] 
 企業取引法ａｂ [法学部開講] 
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「社会学，経済

学」 

「社会学，経済学

（国際経済を含

む｡）」 

○ 人文学概説（社会学１） ○印必修 

 人文学概説（社会学２） 

 
人文学概説（文化人類学 a） 

人文学概説（文化人類学 b） 

 
人文学講義（社会学 a） 

人文学講義（社会学 b） 

 
人文学講義（文化人類学 a） 

人文学講義（文化人類学 b） 

 実践演習（フィールド調査） 

「哲学，倫理学，

宗教学」 

「哲学，倫理学，

宗教学，心理学」 
▼ 人文学概説（哲学１） ▼印か▽印いずれかを

選択必修。  

 

ａ，ｂで科目が分かれて

いる場合はどちらも修得

すること 

▽ 人文学概説（倫理学１） 

 人文学概説（哲学２） 

 
人文学概説（倫理学２a） 

人文学概説（倫理学２b） 

 人文学概説（西洋思想史） 

 
人文学概説（日本思想史 a） 

人文学概説（日本思想史 b） 

 
人文学概説（美学１a） 

人文学概説（美学１b） 

 
人文学概説（美学２a） 

人文学概説（美学２b） 

 人文学講義（哲学） 

 人文学講義（倫理学） 

 人文学講義（日本思想史） 

 
人文学講義（美学 a） 

人文学講義（美学 b） 

 実践演習（哲学） 

 実践演習（倫理学） 

 
実践演習（思想史 a） 

実践演習（思想史 b） 

 
実践演習（美学 a） 

実践演習（美学 b） 
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